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ご参考資料 

■当資料は、日興アセットマネジメントが市況等についてお伝えすることを目的として作成したものであり、特定ファンドの勧誘資
料ではありません。また、弊社ファンドの運用に何等影響を与えるものではありません。なお、掲載されている見解は当資料作成
時点のものであり、将来の市場環境の変動等を保証するものではありません。■投資信託は、値動きのある資産（外貨建資産に
は為替変動リスクもあります。）を投資対象としているため、基準価額は変動します。したがって、元金を割り込むことがあります。
投資信託の申込み・保有・換金時には、費用をご負担いただく場合があります。詳しくは、投資信託説明書（交付目論見書）をご
覧ください。 
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米労働省が3月10日に発表した雇用統計によると、2月の非農業部門雇用者数は前月比23万5,000人増と、
市場予想の20万人増を上回る結果となりました。また、失業率は前月比0.1ポイント改善し、4.7％となりまし
た。例年にない暖冬の影響も考えられるものの、米労働市場全体が好調であることが改めて示されました。 

非農業部門雇用者数は、農業部門を除いた産業で働く雇用者数です。雇用は経済に与える影響が大きい
ほか、FRB （米連邦準備制度理事会）が雇用最大化と物価安定を目標に掲げていることから、金融政策を
見通すうえでも、米国の経済指標の中で最も注目される指標のひとつです。 

米国市場では、今回の雇用統計が、3月14～15日に開かれるFOMC（米連邦公開市場委員会）での利上
げを決断するうえで決め手になるとみられていました。今回の好調な結果に加え、物価も堅調に推移してい
ることなどから、3月の会合での利上げはほぼ確実とみられています。 

トランプ米大統領の政策に関していまだに不透明感があるものの、雇用情勢の好調さや、個人や企業の景
況感が改善していることなどから、米国経済は拡大が続くと期待されます。今後は利上げのペースに関心
が移るとみられ、3月15日のFOMC後に予定されている、イエレンFRB議長の定例記者会見に注目が集ま
ります。 

※上記は過去のものであり、将来を約束するものではありません。 
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この数字はなんだ？ 
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（信頼できると判断したデータをもとに日興アセットマネジメントが作成） 

米国の非農業部門雇用者数と失業率の推移 

（2007年2月～2017年2月） （％） （万人） 

非農業部門雇用者数（前月比、左軸） 

失業率（右軸） 

23.5 
万人増 

米国の物価に関する統計（前年同月比） 

（2007年1月～2017年1月） （％） 

個人消費支出（PCE）デフレーター 

消費者物価指数（CPI） 


